
到達目標
B

到達目標
C

成果発表について知り理
解することができる

成果発表についてある程
度理解することができる

成果発表について知り理
解することができない

到達目標
D

到達目標
E

理由のない遅刻や欠席は認めません。授業回数の４分の３の出席がなければ単位取得できません。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力優れている よい

通年

単位数 4 種別※ 演習
スポーツ健康学科

テニスコース　2年次
必／選 必 時間数 60

制作準備について知り理
解することができる

科目名 成果発表

英語科目名

学科・学年

担当教員 柳田 教員の実務経験 有 実務経験の職種
日本スポーツ協会公認テニ
スコーチ4

【科目の目的】

在学中に学習した成果をもとに、成果発表のための企画・準備・運営を行い、成果発表を成功させることを目標とします。また、
パネル展示発表、実演発表、実演指導発表などがあり、各セッションでの役割分担を決めて完成まで学生主体で行います。
 
 

【科目の概要】

在学中に学んだ事を基に成果発表のための企画・準備・運営を実施します。

【到達目標】

学内でのテニス関連イベントの立案と実施。卒展時に各学生の成果発表をすることが目標となります。

【授業の注意点】

年度 2026

Announcement of results 学期

ふつう あと少し

役割分担とスケジュール
立案についてある程度理
解することができる

役割分担とスケジュール
立案について知り理解す
ることができない

制作準備についてある程
度理解することができる

制作準備について知り理
解することができない

【教科書】

必要に応じて適宜資料を配布します

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

試験と課題を総合的に評価します。積極的な授業参加度、授業態度によって評価します。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
A

役割分担とスケジュール
立案について知り理解す
ることができる
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デットラインについて知り理解することができる

逆算について知り理解することができる

工数について知り理解することができる

予備日について知り理解することができる

3

3

3

3

3

実演テニスデモ2について知り理解することができる

実演テニスデモ3について知り理解することができる

素材収集1について知り理解することができる

静止画収集1について知り理解することができる

動画収集1について知り理解することができる

静止画選定1について知り理解することができる

動画選定1について知り理解することができる

動画・パネル制作1について知り理解することができる

実演テニスデモ1について知り理解することができる

試合動画素材1について知り理解することができる

3試合動画素材2について知り理解することができる

動画発表について知り理解することができる

役割の種類について知り理解することができる

役割と責任について

役割とチームワークにつ
いて

実演発表について

実演指導発表について

試合動画素材１について

試合動画素材２について

動画発表について

役割の種類について

役割と期限について 3役割と期限について知り理解することができる

役割と責任について知り理解することができる

役割とチームワークについて知り理解することができる

3役割と必要スキル1について知り理解することができる

役割と必要スキル2について知り理解することができる

年度 2026

英語表記 Announcement of results

3

制作準備について 制作準備について知り理解することができる

パネル展示発表について パネル展示発表について知り理解することができる

3実演発表について知り理解することができる

実演指導発表について知り理解することができる

発表内容ヒアリング 発表内容について知り理解することができる

役割分担とスケジュール 役割分担とスケジュールについて知り理解することができる

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 オリエンテーション

学期 通年

科目名 成果発表

イレギュラーについて知り理解することができる

最終確認と余白日について知り理解することができる

役割分担1
役割分担1を知り理解でき
る

2
発表内容ヒアリング
１

発表内容１を知り理解で
きる

3
発表内容ヒアリング
２

発表内容2を知り理解でき
る

4

オリエンテーションの内
容を知り理解できる

3第6回～第9回の振返りが行える

第10回～第14回の振返りが行える

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

発表後のフィードバックから必要な更新が行える

各ブループの発表を見聞きし把握することができる

3各ブループの発表後に適時質問と理解ができる

発表後のフィードバックから必要な更新が行える

第2回～第5回の振返りが行える

各グループの発表3

発表後の質問3

発表後のフィードバック3

第2回～第5回の振返り

第6回～第9回の振返り

第10回～第14回の振返り

発表後のフィードバック1 発表後のフィードバックから必要な更新が行える

各グループの発表2

発表後のフィードバック2

3

テニス検証実演3

各グループの発表1

動画収集1について

静止画選定1について

動画選定1について

動画・パネル制作1につい
て

実演テニスデモ1

実演テニスデモ2

実演テニスデモ3

各ブループの発表を見聞きし把握することができる

各ブループの発表後に適時質問と理解ができる

テニス検証実演2について知り理解することができる

テニス検証実演3について知り理解することができる

各ブループの発表を見聞きし把握することができる

3発表後の質問1 各ブループの発表後に適時質問と理解ができる

発表後の質問2

テニス検証実演1について知り理解することができる

3

7 スケジュール立案2
スケジュール立案2につい
て知り理解できる

8 制作準備１
制作準備1について知り理
解できる

9

テニス検証実演1

テニス検証実演2

制作準備２
制作準備2について知り理
解できる

制作準備4について知り理
解できる

逆算とは

工数とは

予備日とは

イレギュラーとは

最終確認と余白日とは

素材収集1について

静止画収集1について

役割と必要スキル2につい
て

デットラインとは

12

5 役割分担2
役割分担2を知り理解でき
る

役割と必要スキル1につい
て

6 スケジュール立案1
スケジュール立案1につい
て知り理解できる

まとめ
授業を振返り理解を深め
ることができる

13 成果発表2
準備が完了し成果を発表
でき質問に答えられる

14 成果発表3
準備が完了し成果を発表
でき質問に答えられる

15

成果発表1
準備が完了し成果を発表
でき質問に答えられる

10 制作準備３
制作準備3について知り理
解できる

11 制作準備４
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